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ロシアによるウクライナ侵攻への抗議と街頭募金への呼びかけ（ ３／ ５）
　

今
年
は
波
乱
な
年
な
の
で
し
ょ
う
か
。
今
年
に
入
っ
て
、
様
々

な
事
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

　

１
月
に
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株
が
ピ
ー
ク
を
迎
え
、
１
日
の
新
規
感

染
者
数
が
７
千
人
を
超
え
る
と
い
う
過
去
に
も
例
が
無
い
ほ
ど
と

な
り
、
患
者
数
は
日
ご
と
に
増
大
し
、
医
療
は
逼
迫
し
て
各
地
で

医
療
崩
壊
が
起
き
、
自
覚
症
状
が
あ
っ
て
も
医
療
を
受
け
ら
れ
ず

自
宅
療
養
と
い
う
名
の
放
置
が
全
国
で
起
き
ま
し
た
。
自
治
体
は

国
の
方
針
に
振
り
回
さ
れ
、
国
民
は
求
め
て
も
診
療
し
て
貰
え
な

い
と
い
う
国
民
皆
保
険
の
根
幹
が
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
し
ま

い
ま
し
た
が
３
月
中
旬
に
は
感
染
者
数
も
落
ち
着
き
、
２１
日
に
は

蔓
延
防
止
重
点
措
置
も
解
除
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、２
月
２４
日
に
は
世
界
中
を
震
撼
さ
せ
る
事
態
が
発
生
、

国
連
常
任
理
事
国
の
ロ
シ
ア
が
隣
国
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
突
如
侵
攻

し
、
連
日
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
を
標
的
に
戦
闘
を
繰
返
し
、
さ
ら
に

原
発
へ
の
攻
撃
も
辞
さ
ず
、
核
兵
器
の
使
用
を
ち
ら
つ
か
せ
て
他

国
を
威
嚇
す
る
と
い
う
暴
挙
に
出
ま
し
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
は
戦
争
を
避
け
る
た
め
に
隣
国
な
ど
へ
避

難
、
こ
れ
に
対
し
て
Ｅ
Ｕ
や
日
本
等
が
ロ
シ
ア
へ
の
経
済
制
裁
を

発
動
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
の
受
入
や
武
器
の
供
与
を
実
施
し
た

一
方
、
中
国
や
イ
ン
ド
は
ロ
シ
ア
と
米
国
と
の
外
交
的
な
バ
ラ
ン

ス
か
ら
協
力
に
は
消
極
的
な
態
度
を
示
す
等
の
他
、
こ
の
原
稿
執

筆
時
に
は
ト
ル
コ
や
フ
ラ
ン
ス
等
が
仲
介
役
を
担
い
休
戦
条
件
の

他
、
講
和
条
件
等
の
調
整
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
内
で
は
ガ
ソ
リ
ン
価
格
の
異
常
な
高
騰
、
長
引
く
円

安
、
物
価
高
騰
が
国
民
の
生
活
を
大
き
く
圧
迫
し
て
い
ま
す

　

今
年
の
干
支
は
「
壬
寅
」
と
い
う
「
新
し
く
生
ま
れ
る
、
始
ま

る
、
成
長
す
る
」
と
い
う
縁
起
の
良
い
年
の
は
ず
で
す
が
？

　

い
や
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
し
て
私
も
任
務
に
精
励
し
ま
す
。

北
海
道
議
会
議
員
　

高
　
橋
　
　
　
亨
　

～
不
安
な
幕
開
け
～

～
不
安
な
幕
開
け
～
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る
経
済
対
策
と
し
て
約
６
６ 

７
億
円
の
一
般
会
計
補
正
予

算
案
を
先
議
、
北
海
道
Ｇ
Ｏ

Ｔ
Ｏ
ト
ラ
ベ
ル
事
業
費
、
観

光
誘
客
ど
う
み
ん
割
り
事
業

費
、交
通
事
業
利
用
促
進
費
、

中
小
・
小
規
模
新
規
事
業
・

販
売
促
進
費
等
へ
の
支
援
を

可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
最
終
日
に
は
今
年

度
最
終
補
正
予
算
を
審
議

し
、
事
業
費
が
下
回
っ
た
予

算
や
、
執
行
残
な
ど
の
係
数

を
確
定
し
、
一
般
会
計
で
約

７
７
２
億
円
の
減
額
補
正
を

行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
21
年
度
一

般
会
計
予
算
の
最
終
総
額
は

約
３
兆
６
３
９
６
億
円
と
な

り
ま
し
た
。

　

22
年
度
の
一
般
会
計
予
算

案
は
、
前
年
度
当
初
比
で

０
・
８
％
減
の
約
３
兆
２
２ 

６
２
億
円
で
、
一
般
財
源
に

占
め
る
借
金
の
割
合
を
示
す

実
質
公
債
費
は
19
・
２
％
と

な
る
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
般
会
計
予
算
案
に

つ
い
て
、
我
が
会
派
の
代
表

質
問
で
は
、
鈴
木
知
事
の
一

期
目
最
後
の
予
算
と
な
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
３
年
間
の
道

政
執
行
と
公
約
の
実
施
状

況
、
感
染
症
医
療
対
策
と
経

済
対
策
の
検
証
を
質
し
ま
し

た
が
、
コ
ロ
ナ
対
策
に
つ
い

て
は
自
ら
を
評
価
す
る
一

方
、
達
成
で
き
な
か
っ
た
こ

と
に
は
一
切
触
れ
る
こ
と
無

く
、
反
省
の
弁
も
聞
か
れ
ま

せ
ん
で
し
た
。
と
り
わ
け
、

医
療
対
策
で
は
、
こ
れ
ま
で

の
道
独
自
の
対
策
は
鳴
り
を

潜
め
、
国
の
対
策
を
そ
の
ま

ま
鵜
呑
み
に
受
け
入
れ
る
だ

け
で
し
た
し
、経
済
対
策
も
、

臨
時
交
付
金
の
範
囲
内
に
止

ま
り
、
独
自
の
観
光
支
援
策

で
あ
る
「
ほ
っ
か
い
ど
う
新

し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
」
対
象

地
域
限
定
の
あ
り
方
、
飲
食

⑵
　

今
年
初
め
て
の
第
１
回
定

例
道
議
会
は
、
２
月
25
日
に

開
会
し
、
２
０
２
２
年
度
一

般
会
計
予
算
案
、「
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の
軍

事
侵
略
に
対
す
る
決
議
」、

議
員
提
案
に
よ
る
「
北
海
道

ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例
案
」、

「
北
海
道
議
会
議
員
の
定
数

に
関
す
る
条
例
改
正
案
」
な

ど
を
可
決
し
、
３
月
24
日
に

閉
会
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

店
に
偏
っ
た
協
力
金
の
範
囲

や
そ
の
手
法
に
不
備
が
生
じ

ま
し
た
。

　

３
回
目
の
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
の
実
施
率
も
低
下
し

て
お
り
、
そ
れ
ら
を
改
善
す

る
予
算
と
は
言
い
切
れ
て
い

ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
記
録
的
な
大
雪
に

よ
る
基
幹
道
路
の
雪
害
対

策
、
記
録
的
な
運
休
を
余
儀

な
く
さ
れ
た
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の

線
路
除
雪
対
策
も
十
分
と
は

言
え
ま
せ
ん
。

　

一
次
産
業
で
は
、
農
家
が

不
安
を
感
じ
て
い
る
「
水
田

活
用
の
直
接
支
払
い
交
付

金
」へ
の
検
討
会
議
の
設
置
、

森
林
環
境
税
の
有
効
活
用
、

赤
潮
対
策
や
養
殖
漁
業
へ
の

支
援
策
で
は
、「
持
続
的
な

発
展
」
と
か
「
着
実
で
的
確

な
対
応
」
な
ど
の
抽
象
的
な

言
葉
を
繰
り
返
し
、
環
境
政

策
で
は
、「
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
」

の
具
体
的
な
推
進
目
標
で

は
、
既
に
推
進
中
の
「
地
球

温
暖
化
対
策
推
進
計
画
」
の

中
期
目
標
を
着
実
な
も
の
と

す
る
と
述
べ
る
程
度
で
し

た
。
ま
た
、
人
権
問
題
で
は

「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
制
度
」

の
導
入
に
関
し
て
も
、
こ
れ

ま
で
の
答
弁
の
域
を
出
る
こ

と
無
く
、
北
方
領
土
問
題
に

つ
い
て
も
、
こ
の
地
域
を
行

政
区
域
と
す
る
知
事
と
し
て

積
極
的
に
取
り
組
む
姿
は
見

え
ず
、
国
に
依
存
す
る
だ
け

で
あ
る
事
が
判
り
ま
し
た
。

生
徒
へ
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
次
々

と
表
面
化
し
た
江
差
看
護
学

校
問
題
や
指
定
管
理
者
が
運

営
す
る
「
ネ
イ
パ
ル
」
に
関

す
る
職
員
の
不
正
に
つ
い
て

も
知
事
や
教
育
長
自
ら
の
責

任
に
は
言
及
が
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。

　

会
派
は
、
こ
う
し
た
議
論

経
過
な
ど
か
ら
、
２
０
２
２

年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
は
組
み
替
え
を
求
め
る

動
議
を
提
出
し
て
反
対
し
ま

し
た
。

第
１
回
定
例
道
議
会
報
告

第１回定例道議会（ ２／２５）
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た
健
康
で
豊
か
な
生
活
の
形

成
と
魅
力
有
る
人
づ
く
り
を

推
進
す
る
と
と
も
に
、
将
来

に
わ
た
る
持
続
可
能
な
社
会

の
実
現
を
目
指
す
。」
も
の

と
し
、
道
民
か
ら
の
意
見
も

盛
り
込
ん
だ
条
例
を
制
定
し

ま
し
た
。

　

約
４
年
ぶ
り
に
予
算
特
別

委
員
会
に
所
属
し
、
新
年
度

予
算
に
関
連
し
て
、
以
下
の

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

▼
今
後
の
ロ
シ
ア
と
の
漁
業

　
交
渉
に
つ
い
て

　

２
月
24
日
以
降
の
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
略
に

対
す
る
西
側
諸
国
の
経
済
制

裁
に
日
本
が
参
加
す
る
事
に

よ
り
、
ロ
シ
ア
は
日
本
と
の

関
係
を
非
友
好
国
と
し
ま
し

た
。

　

こ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
昨

年
12
月
に
行
わ
れ
た
日
ロ
漁

業
交
渉
に
よ
る
ロ
シ
ア
２
０ 

０
海
里
水
域
や
北
方
四
島
周

辺
に
対
す
る
昨
年
並
み
の
妥

結
が
反
故
に
さ
れ
る
懸
念
が

あ
り
、
具
体
的
な
交
渉
と
な

る
３
月
の
「
サ
ケ
・
マ
ス
漁

業
交
渉
」
４
月
の
「
貝
殻
島

昆
布
漁
業
交
渉
」

が
民
間
レ
ベ
ル
で

行
わ
れ
る
予
定
で

す
が
、
経
済
制
裁

を
行
っ
て
い
る
中

で
は
先
が
見
通
せ

な
い
こ
と
や
、
仮

⑶
 

北
海
道
議
会
議
員
定
数
条
例

　

２
０
２
０
年
に
実
施
さ
れ

た
国
勢
調
査
に
基
づ
き
、
人

口
減
少
の
選
挙
区
で
あ
る

「
釧
路
市
選
挙
区
」
の
定
数

を
４
人
か
ら
３
人
と
し
、
人

口
が
増
え
て
い
る「
恵
庭
市
」

を
１
人
か
ら
２
人
に
改
め

る
。
な
お
、
政
令
指
定
都
市

で
あ
る
札
幌
市
の
定
数
は
現

状
と
し
、
人
口
減
少
地
域
が

抱
え
る
様
々
な
課
題
に
対
処

す
る
た
め
に
地
方
の
定
数
を

考
慮
す
る
と
い
う
方
針
は
、

こ
れ
ま
で
通
り
と
す
る
こ
と

も
確
認
し
ま
し
た
。

 
北
海
道
ス
ポ
ー
ツ
推
進
条
例

　

議
会
各
派
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
）
を
構
成

し
約
２
年
間
、
制
定
の
意
義

や
目
的
、
条
例
文
案
協
議
、

道
民
意
見
の
聴
取
等
を
重

ね
、
４
月
１
日
か
ら
施
行
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
意
義
と
し
て
「
ス

ポ
ー
ツ
を『
す
る
』、『
見
る
』、

『
支
え
る
』、『
知
る
』
と
い
っ

た
多
様
な
関
わ
り
方
を
通
じ

て
、
こ
れ
ら
が
相
互
に
『
つ

な
が
る
』
こ
と
に
よ
り
好
循

環
が
生
ま
れ
、
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
を
深
め
る
事
が
出

来
る
。

　

こ
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
の

持
つ
力
を
最
大
限
に
活
用

し
、
社
会
教
育
や
学
校
教
育

な
ど
の
あ
ら
ゆ
る
場
面
に
お

い
て
、
生
涯
に
わ
た
り
、
誰

も
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
体
力
や

年
齢
、
性
別
、
障
が
い
の
有

無
に
か
か
わ
ら
ず
、
目
的
に

応
じ
て
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
ひ
い
て
は
社
会
に
参
画

す
る
こ
と
が
で
き
る
環
境
づ

く
り
を
促
進
し
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
」
と
し
、
条

例
制
定
の
目
的
と
し
て
「
北

海
道
は
、夏
は
冷
涼
な
気
候
、

冬
は
良
質
な
雪
な
ど
に
恵
ま

れ
、
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
者
に

と
っ
て
好
条
件
が
揃
っ
て
お

り
、
こ
う
し
た
自
然
環
境
を

生
か
し
、
こ
れ
ま
で
国
際
舞

台
等
で
活
躍
す
る
選
手
を
数

多
く
輩
出
し
て
き
た
。ま
た
、

北
海
道
を
本
拠
地
と
す
る
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
も
複
数

生
ま
れ
、
子
ど
も
か
ら
高
齢

者
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い

フ
ァ
ン
層
が
試
合
を
観
戦

し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て

チ
ー
ム
を
支
え
る
な
ど
、
応

援
の
輪
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

こ
う
し
た
本
道
の
特
性
を

生
か
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

に
交
渉
が
行
わ
れ
出
漁
が
可

能
に
な
っ
て
も
、
ロ
シ
ア
へ

支
払
う
約
３
億
円
の
漁
業
協

力
金
は
、
国
際
銀
行
間
通
信

協
会
（
Ｓ
Ｗ
Ｉ
Ｆ
Ｔ
）
か
ら

の
ロ
シ
ア
排
除
で
送
金
が
不

能
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
こ
と
に
対
す
る
道
の

見
解
を
問
い
ま
し
た
が
、
残

念
な
が
ら
「
政
府
の
意
向
を

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

議
員
提
案
条
例

予
算
特
別
委
員
会
で
の
質
問

予算特別委員会（ ３／１６）
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第１回定例道議会で採択された決議・意見書

⑷

写真で見る2022年の主な活動 ※詳しい活動報告はホームページに掲載しています。

環境生活委員会（ ２／２4） 大間原発視察（ ３／３０） 六ケ所村核燃料サイクル施設群遠景（ ３／３０）

◎ロシアによるウクライナへの軍事侵略に対する決議
◎台湾のＣＰＴＰＰ（環太平洋パートナーシップに関す
る包括的及び先進的な協定）参加を積極的に支援する
よう求める意見書
◎地方創生と感染症対策に資するデジタル化の推進を求
める意見書
◎北方四島へのロシア法令に基づく「特恵制度」に対す
る意見書
○水田活用の直接支払交付金の見直しに関する意見書
○豪雪地帯における介護事業所への適切な評価を求める
意見書

（◎は政審発議、○は委員会発議）

※なお、台湾のＣＰＴＰＰ参加を積極的に支援するよう
求める意見書について、ＴＰＰは国単位の参加を原則
としていること、日本は50年前に国交正常化に伴っ
て調印した「日中共同声明」において、台湾は中国の
領土の不可分の一部であるとの見解を今も変更してい
ないこと、中国も2021年にＴＰＰへ加盟申請を行っ
ていること等から、意見書は日中または本道と中国の
関係に軋轢を生むおそれが有ること、さらに、この間
の各種貿易協定が本道農業にもたらした影響を検証し
ておらず、これ以上の貿易協定は農家に不安を抱かせ
ることになることから本会議場において反対討論を行
いました。

注
視
す
る
と
供
に
、
情
報
収

集
に
注
力
し
て
地
元
の
漁
協

へ
提
供
す
る
」
と
答
え
る
だ

け
で
、
隔
靴
掻
痒
の
や
り
取

り
と
な
り
ま
し
た
。

▼
燃
油
高
騰
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
の
秋
以
来
の
燃
油
高

騰
に
よ
り
、
道
民
生
活
や
産

業
へ
及
ぼ
す
影
響
が
深
刻
に

な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、
ガ

ソ
リ
ン
だ
け
で
は
な
く
全
て

の
燃
油
へ
の
対
策
と
ト
リ

ガ
ー
条
項
発
動
に
関
わ
る
地

方
税
収
入
へ
の
影
響
や
備
蓄

の
放
出
な
ど
に
つ
い
て
道
の

見
解
を
質
し
ま
し
た
。

　

道
は
、「
燃
油
を
使
用
す

る
関
連
業
界
等
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
行
う
と
供
に
、
国
に
対

し
影
響
緩
和
等
に
向
け
た
さ

ら
な
る
対
策
の
強
化
を
政
府

に
求
め
る
。

　

一
方
、
ト
リ
ガ
ー
条
項
が

発
動
さ
れ
た
場
合
の
道
税
収

入
へ
の
影
響
は
、
発
動
が
１

年
間
続
い
た
と
仮
定
す
れ
ば

約
２
６
３
億
円
の
減
収
と
な

る
。
こ
れ
は
道
税
収
入
約
６ 

２
２
２
億
円
の
４・２
％
に
あ

た
る
。
備
蓄
放
出
は
、
国
際

石
油
市
場
の
安
定
に
向
け
油

種
の
入
れ
替
え
の
一
環
と
し

て
行
っ
た
も
の
で
、
原
油
価

格
の
引
き
下
げ
を
目
的
と
し

た
も
の
で
は
無
い
。」
と
答

え
、
こ
れ
も
国
頼
み
と
し
か

感
じ
ら
れ
な
い
答
弁
で
し
た
。

　

こ
の
他
に
、

・
政
府
が
道
内
の
国
有
林
内

７
ヶ
所
に
埋
設
廃
棄
し
た

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
を
含
む
除

草
剤
（
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に

使
用
さ
れ
た
枯
れ
葉
剤
）

へ
の
対
処
に
つ
い
て

・
原
発
へ
の
脅
威
に
テ
ロ
だ

け
で
は
無
く
戦
争
に
よ
る

攻
撃
が
加
わ
っ
た
事
に
対

す
る
道
の
見
解
と
防
護
体

制
に
つ
い
て

・
通
知
事
例
が
一
件
し
か
無

か
っ
た
道
の
コ
ロ
ナ
通
知

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て

等
の
質
問
を
行
い
ま
し
た
。


